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出
張
講
座
を
行
い
ま
す

　

ふ
る
さ
と
館
で
は
、
各
学

校
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
出
張

し
、
飯
山
の
歴
史
、
文
化
や

自
然
に
つ
い
て
の
講
座
を
開

催
す
る「
出
張
講
座
」や
、サ
ー

ク
ル
等
の
単
位
で
ふ
る
さ
と

館
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
ふ

る
さ
と
館
の
施
設
を
使
っ
て
、

土
器
の
復
元
や
勾
玉
作
り
、

わ
ら
細
工
な
ど
を
実
際
に
体

験
し
て
い
た
だ
く
「
体
験
教

室
」
等
を
行
い
ま
す
。

　

講
座
の
メ
ニ
ュ
ー
や
体
験

内
容
な
ど
、
ご
希
望
に
添
い

ま
す
の
で
、興
味
の
あ
る
サ
ー

ク
ル
等
は
、
ふ
る
さ
と
館
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

文
化
財

　

◇
メ
ニ
ュ
ー
例
：
飯
山
の

植
物
・
動
物
に
つ
い
て
／
飯

山
城
の
歴
史
／
寺
の
町
い
い

や
ま
学
習
／
飯
山
の
遺
跡
／

文
化
財
め
ぐ
り
／
縄
文
体
験

／
植
物
で
遊
ぶ
等
々

ふ
る
さ
と
館
友
の
会 

会
員
募
集

　

ふ
る
さ
と
館
友
の
会
で

は
、
飯
山
の
歴
史
風
土
や
文

化
財
を
学
び
、
守
る
活
動
を

行
う
た
め
、
専
門
家
に
よ
る

講
演
会
や
、
他
市
町
村
歴
史

館
の
視
察
、
個
人
の
目
的
に

あ
っ
た
研
究
お
よ
び
学
習
が

充
実
す
る
よ
う
支
援
し
て
い

き
ま
す
。
ふ
る
さ
と
飯
山
の

自
然
、
歴
史
お
よ
び
文
化
に

興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど
な

た
で
も
ご
入
会
い
た
だ
け
ま

す
。

▽
年
会
費　

２
千
円

▽
特　

典

　

・
ふ
る
さ
と
館
入
館
無
料

　

・
ふ
る
さ
と
館
主
催
の
行

　
　

事
参
加
費
無
料

　

・
会
誌
「
奥
信
濃
文
化
」　

　
　

を
配
布
し
ま
す
。

　

・
ふ
る
さ
と
館
情
報
を
随

　
　

時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

◎
詳
し
く
は
ふ
る
さ
と
館

　

ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合

　

せ
く
だ
さ
い
。

　
ひ
と
く
ち
メ
モ

　
　
～
飯
山
の
宝
物
を
探
る
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
１

◎
小
菅
文
化
財
収
蔵
庫
の

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
案
内

　　

小
菅
の
収
蔵
庫
で
は
、「
神

の
森
」
と
も
呼
ば
れ
る
小
菅

地
区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
文

化
財
の
数
々
を
、
地
区
住
民

の
皆
さ
ん
の
管
理
、
運
営
に

よ
り
、
展
示
・
保
管
し
て
お

り
ま
す
。
神
秘
的
な
小
菅
の

文
化
財
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。

▽
開
館
日　

毎
週
日
曜
日

▽
時　

間　

10
時
～
15
時

▽
場　

所　

小
菅
神
社
講
堂

　
　
　
　
　

か
ら
北
へ
50
㍍

　
　

※
詳
し
く
は
ふ
る
さ
と

　
　
　

館
ま
で

小菅神社奥社本殿から発見された「和鏡」

小
中
学
校
の
体
験
教
室
、
見
学
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す

　

ふ
る
さ
と
館
で
は
、
市
内

小
中
学
生
を
対
象
と
し
て
、

見
学
を
含
め
た
体
験
教
室
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
科
で
歴
史
の
勉
強
を

し
て
い
る
６
年
生
で
は
、
縄

文
土
器
の
文
様
を
粘
土
に
付

け
た
り
、
実
際
に
飯
山
で
発

掘
さ
れ
た
石
器
に
触
れ
た
り
、

学
芸
員
か
ら
土
器
の
特
徴
な

ど
を
聞
い
た
り
し
、
学
校
で

勉
強
し
て
い
る
教
科
書
を
越

え
た
、「
ふ
る
さ
と
学
習
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
年
生
以
下
の
児

童
達
は
、
大
昔
の
生
活
道
具

を
見
学
し
、
実
際
に
触
れ
て

み
る
こ
と
で
、
現
代
と
の
生

活
様
式
の
違
い
を
学
習
し
て

み
た
り
、
飯
山
を
代
表
す
る

動
物
の
「
カ
モ
シ
カ
」
や
同

じ
く
代
表
す
る
植
物
の
「
ブ

ナ
」
の
ジ
オ
ラ
マ
、
文
化
や

自
然
な
ど
が
ミ
ニ
チ
ュ
ア
で

再
現
さ
れ
て
い
る
標
本
箱
な

等
か
ら
、
視
覚
的
に
「
ふ
る

さ
と
飯
山
」
を
学
習
し
て
い

ま
す
。

▽
ふ
る
さ
と
館
に
見
学
に
来

　

て
い
た
だ
い
た
学
校

　

・
第
二
中
学
校

　

・
飯
山
小
学
校
６
年
生

　

・
東
小
学
校
５
・６
年
生

　

・
秋
津
小
学
校
３
年
生

　

・
戸
狩
小
学
校
６
年
生

　

・
照
丘
高
校
イ
ン
タ
ー
ン

　
　

シ
ッ
プ

寄
贈
資
料
一
覧

◇
岡
本　

忠
夫　

様　
　
　

　
　

善
光
寺
大
地
震
帳

◇
水
野　

正
博　

様

　
　

信
州
水
内
群
五
束
村
田

　
　
畑
検
地
帳
、
五
束
村
亥　

　
　
年・戌
年・子
年・寅　
年・

　
　
巳
年
家
門
人
別
帳
、
大
絵

　
　
図
、　
他
古
文
書
六
点

◇
村
松　

正
志　

様

　
　

機
織
機
、
万
石
、
米
俵

　
　

作
り
機
、
綿
の
種
取
り

　
　

機
、
糸
返
し
枠
、
糸
巻

　
　

き
機
、
糸
繰
機
、
行
灯

◇
木
村　

忠
夫　

様

　
　

荷
鞍
、
そ
り
の
脚

◇
小
田
切　

武
由　

様

　
　

映
写
機
、
蚊
帳

◇
堀
米　

基
一
郎　

様

　
　

柳
行
李

※
貴
重
な
ふ
る
さ
と
資
料
と
し

　

て
保
存
・
活
用
を
図
り
ま
す

ふ
る
さ
と
館　

　
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◇
６
月
17
日 　
９
時
30
分

　

・
タ
ケ
ノ
コ
汁
＆
郷
土　

　
　

食
作
り　

◇
６
月
21
日　

15
時
30
分
～

　

・
勾
玉
作
り

◇
６
月
28
日　

15
時
30
分
～

　

・
土
器
復
元
体
験

◇
７
月
2
日　

９
時
～

　

・
壁
画
貼
付
作
業
（
一
般
）

◇
７
月
９
日　

９
時
～

　

・
壁
画
貼
付
作
業
（
一
般
）

◇
７
月
15
日　

９
時
＆
13
時

　

・
縄
文
ロ
マ
ン
☆
縄
文
土

　
　

器
作
り

◇
７
月
16
日　

９
時
～

　

・
壁
画
貼
付
作
業
（
一
般
）

◇
７
月
26
日　

８
時
45
分
～

　

・
地
域
ふ
る
さ
と
学
習
会

◇
７
月
28
日　

９
時
～

　

・
秘
密
基
地
を
作
ろ
う

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
飯
山
市
ふ
る
さ
と
館

　
　

電
話
６
７
ー
２
０
３
０

来

館

者

の

声

ふるさと間企画展
滝沢豊満写真展「ふるさと飯山線」より

・飯山線は鉄道では世界的な豪雪地帯なの
ですね。たびたび利用する飯山線。私は戸
狩野沢温泉駅から信濃平、北飯山間の車窓
風景が大好きで、感動してます。今時の風
景は最高です。
・十日町市から来ました。子どもの時から
飯山線にお世話になっていました。今でも
時々名古屋に行くとき、周りの風景が素晴
らしいので飯山線に乗ります。ずっとこの
線がありますように！
・懐かしい風景があり、胸が温かくなりま
した。今は東京に住んでいますが、いつで
も帰ってきたいと思える「ふるさと」です。
・思わず懐かしい光景に心温まりました。
列車と子どもたち、お年寄りの表情が生き
ていて何とも良いです。

ふるさと館常設展より

・横浜市から来ました。飯山にはたくさん
自然があり、空気もおいしく、とても良い
ところですね。そして、このふるさと館で
さらに飯山が好きになりました。また来た
い！
・鎌倉から来ました。緑いっぱいで感動し
ました。飯山に住みたいぐらいです。
・ふるさとを思う心に無有り。飯山の美、
美しい山、緑とおいしい水…心が静かにな
りました。－東京練馬より－
・実際飯山に住んでいながらも、知ること
がなかった飯山の歴史、自然など新たな発
見がありました。
・石川県七尾市から来ました。情緒的な街
飯山市！ふるさとはいつになっても素朴で
残していってほしいです。

企
画
展
の
お
し
ら
せ

　

６
月
６
日
（
火
）
か
ら
７

月
30
日
（
日
）
ま
で
、
企
画

展
「
ふ
る
さ
と
館
壁
画　

原

画
作
品
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

壁
画
原
画
展
と
は
、
現
在

ふ
る
さ
と
館
北
側
に
作
成
中

の
壁
画
制
作
に
合
わ
せ
、
市

民
の
皆
様
を
中
心
に
、「
ふ

る
さ
と
の
原
風
景
が
残
る
飯

山
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
原
画

を
募
集
し
た
も
の
で
、
応
募

い
た
だ
い
た
２
４
１
点
を
す

べ
て
公
開
し
ま
す
。
市
内
小

中
学
生
の
作
品
も
多
数
展
示

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
大
勢

の
皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

壁画原画作品　最優秀賞
　第一中学校３年当時　小林　恵さんの作品

△熱心にメモする飯山小の児童たち

△昔の電話を調べる東小の児童たち

四
月
～
五
月


